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【第 1講】 

本講では、光と生物の関わりを講義しました。まず、私たちの身体の中ではタンパク質が機械のように

働いていることや、分子の視点をもつことで生物を化学として理解できることを説明しました。そして、 

光を受容して働くタンパク質が存在することを「視覚」を例に紹介しました。次に、光を受容するタン

パク質が、渡り鳥では地磁気の感知に利用されている例を紹介しました。 

最後に、光を受容するタンパク質をマウスやサルの脳に入れることで、 

それら生物個体の行動を光で制御する最新の研究を紹介しました。受講 

者の方々は特に後半のトピックスに驚いておられました。本講義を通し 

て、光が色々な形で生物に利用されていることを知っていただきました。 

【第２講】 

本講では、常温の世界ではそこに存在する熱エネルギーによってマスクされ

てしまう物質の素顔を観察するため、いくつかの低温下での実験を行いまし

た。まず、冷却用に使う窒素とヘリウムの特性、非常に低い温度の測り方な

どについて学んだ後、気体酸素を 77 ケルビン（≒196℃）の液体窒素に接触

させて液化させる実験を行いました。次に、液体酸素をさらに低温の液体ヘ

リウムで冷やして固体酸素を作り、酸素の特性を調べました。最後に、液体

窒素温度で超伝導性を示す高温超伝導体が、磁石のレール上に浮上する現象

を観察しました。これらの実験を通して、物質には隠れた興味深い性質があ

ることを実感していただけたものと思います。 
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第２講『低温下で現れる物質の素顔』 


